
与那原町保育所等入所条件確認票 

児童名 ：                              

 

※重要事項の確認となりますので、必ずお読みいただいたうえで各欄にチェックをしてください。 

（チェックや署名等の記入漏れがあった場合は、書類不備とみなします。） 

 

No. 確認事項および同意事項 チェック 

1 保育所等入所案内（その他関係書類を含む）をすべてお読みになり、理解したものとして対応します。 □ 

2 「保育を必要とする事由」（保育の必要性）に該当しない場合は、入所対象外（却下）となります。 □ 

3 

利用調整は、提出された書類をもとに保育を必要とする事由を審査（点数化）します。申込書類の内容に変更が
ある場合（家庭状況、就労状況等）は、指定する期限内に届け出てください（期限を過ぎての変更届出は受付で
きません）。また、内容が事実と異なると判明した場合は利用決定を取り消すことがあります。 
なお、提出された書類はお返しできません。 

□ 

4 

勤務証明書は必ず勤務先の担当者が、診断書等は必ず医療機関の担当者または主治医が記入したものを提出して
ください。利用調整の審査時・入所後も随時確認を行います。その際、書類の内容と実態が異なる場合や書類の
改ざん等が認められる場合は虚偽とみなし、一切の利用調整を行いません（入所している場合は退所）。訂正等も、
必ず記入者で行ってもらってください（訂正印もお願いします）。 

□ 

5 
利用調整の結果、希望園に入所できなかった場合は待機するものとして取り扱います。 
ただし、希望園にも関わらず入所案内を断られた場合は、申込取下げとみなし待機の取扱いはありません（翌月
以降の利用調整対象外となり、翌年度申込において「前年度待機」加算はつきません。） 

□ 

6 
5 月以降の年度途中入所希望に係る利用調整は、各施設より空き（募集）が出た際に行います。保育の必要性の高
い順に利用決定しますので、入所の順番・待機の順番は変動する場合があります。 

□ 

7 
保育所等の受入人数は、施設の面積や保育士の配置状況等により変動する場合があります。退所等により空き（募
集）がある場合に利用調整を行いますので、希望月に必ず入所できるとは限りません。 

□ 

8 
地域型保育事業所（家庭的保育・小規模保育）を希望されている場合は、3 歳児クラスになる年度において連携施
設への入所を了承しているものとみなします。 

□ 

9 
育児休業の対象児が入所した場合、育児休業中の保護者は入所月の翌月 1 日までに復帰されることが条件です（復
帰できない場合、入所決定の取消しまたは入所月をもって退所となります）。 

□ 

10 
育児休業対象児のきょうだい児の入所期間は、育児休業対象児が満 1 歳に到達する月に復帰されることを前提と
し、やむを得ず育児休業期間を延長される場合は育児休業対象児が満 1 歳半に到達する月の月末までとなります
（育児休業中の保育利用は「短時間」となります）。 

□ 

11 
求職活動での入所期間は、最大 90 日間です。期間満了月の 10 日までに他の保育の必要性を証明する書類が提出
されない場合は、期間満了月をもって退所となります。また、最大日数に満たない場合でも、求職活動での利用
決定は年度内 1 回限りです。 

□ 

12 
申込時の保育の必要性に該当しなくなった場合や年度途中で入所期間が満了する場合に継続入所を希望されると
きは、その根拠となる保育の必要性を証明する書類の提出が必要です（提出がない、入所基準を満たさない場合
等は退所となります）。書類は、入所期間満了月の 10 日までに提出してください。 

□ 

13 

保護者の就労状況について 
・入所後に退職した場合は、速やかに報告をお願いします（報告なく退職が判明した場合や当該年度内ですでに
求職活動での利用決定を受けている場合は退所となります）。 

・就労内容が変更になる場合（育児休業からの復帰を含む）は、変更になる月の前月 25 日（閉庁日にあたる場合
は、直前の開庁日）までに勤務証明書等を提出してください。翌月 1 日から変更内容を反映します。 

 ※月途中からの変更内容反映はできませんので、就労内容が変更になる場合は前もって（変更時期を鑑みて）
届出をしてください。 

 ※届出が 25 日を過ぎた場合は、翌々月 1 日から変更内容を反映します。 

□ 

14 
保育料（副食費徴収免除可否）の算定資料がない場合（未申告等）は、一番高い階層で決定します。また、町民
税の更正が判明し保育料が増額（副食費徴収免除対象者非該当）となる場合は、遡って保育料（副食費）を納付
することとなります。 

□ 

15 
転入予定で入所申込をされる場合、入所希望月の前月 25 日までに与那原町への転入手続きが完了していることが
条件です（転入を確認できない場合は、入所決定取消しです）。 

□ 

16 

きょうだい児で別々の町内認可保育所（園）に入所している場合に限り、どちらか一方への年度途中転園希望を
受け付けます。 
※きょうだい児がいない場合の転園希望はできません（その際は、退所のうえで新規申込をしてください）。 
※特別支援保育対象児童については、年度途中転園希望を受付できません。 

□ 

17 保育所等の利用決定は年度ごととなります。利用継続を希望する場合は、毎年度の現況届をする必要があります。 □ 

上記の条件を確認し、同意いたします。 

与那原町長 殿 

令和  年  月  日      保護者 ：           印／保護者 ：           印 



提出書類（※以下すべての必要書類がそろっていないと受付できません。） 

 

提出チェック 申込者全員が必要な書類 

□ ➀教育・保育給付認定申請書（現況届）兼利用申込書 （児童 1 名につき 1 枚） 

□ ②保育所（園）保育料納付誓約書（世帯で 1 枚 ※3～5 歳児は不要） 

□ ③与那原町保育所等入所条件確認票（世帯で 1 枚） 

□ ④同意書（世帯で 1 枚） 

□ ⑤健康診断書【児童用証明】（児童 1 名につき 1 枚 ※指定の様式） 

□ ⑥印鑑（スタンプ印不可） 

父 母 ⑦「保育を必要とする事由」の証明書類（詳細は、入所案内 P.1「２．」を参照） 

□ □ 

 

就労（勤務） 勤務証明書（指定の様式） 

※育児休業中の場合は、復帰日の 1 ヶ月前から選考対象 

（例：4/1 入所希望の場合、5/1 までの復帰が条件）。 
育児休業 

就労（自営業等） 
自営業・農水産業・内職申立書（指定の様式） 

※直近 3 ヶ月分の支払明細書等を添付 

妊娠・出産 
親子（母子）健康手帳の写し 

※表紙および分娩予定日が記載されているページ 

疾病・障がい 
診断書【保護者用】（指定の様式） 

※障害者手帳をお持ちの場合はその写しも添付。 

看護・介護 

診断書【看護・介護証明用】（指定の様式） 

※障害者手帳や特別児童扶養手当証書をお持ちの場合はその写しも

添付。 

災害復旧 罹災証明書 

求職活動 就労誓約書（指定の様式） 

就学等 在学証明書およびカリキュラム（時間割） 

虐待・DV・その他 直接お問い合わせください。 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

 

提出チェック 該当する場合に必要な書類 

□ ひとり親世帯 
児童扶養手当証書または母子及び父子家庭等医療費助成金受給資格者

証の写し（※受給していない場合は、戸籍謄本） 

□ 
障がい者(児)のいる 

世帯 

身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳・特別児童扶養手

当証書いずれか交付されているものの写し 

□ 生活保護世帯 生活保護証明書（管轄の福祉事務所にて発行） 

□ 65 歳未満親族と同居 
その親族に係る「保育を必要とする事由」証明書類 

※提出がない場合は、入所調整において-1 点 

□ 
保育士として 

月 120 時間以上勤務 

保育士証 

□ 

令和 4 年（令和 5 年） 

1 月 1 日時点の住所地が

町外 

◆申込時点で転入済み→添付書類は不要 

◆申込時点で転入予定→4～8月入所希望：令和 4 年度所得課税証明書 

          →9～3月入所希望：令和 5 年度所得課税証明書 

□ 出生前児の申込 
親子（母子）健康手帳の写し 

※入所希望月の初日において、生後 3 ヶ月以降のお子さまが対象。 

□ 特別支援保育を希望 
※事前に子育て支援課へご相談ください。 

 別途、必要書類（提出期限）があります。 

 


